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編み込みによる菱形30面体の作成
日本大学理工学部

2020年に日本大学理工学部は創設100周年を迎えます。これを記念してロゴマー
クを制定しました1。記念ロゴマークのデザインは東京 2020オリンピック・パラ
リンピックのエンブレムのデザインを手がけた野老朝雄さんによるものです。
この記念ロゴマークは菱形 30面体とよばれる立体の 2次元投影図が基になって

います。そして、この 2次元投影図はペンローズ・タイルとよばれているものの
一部を取り出したものにもなっています。
ペンローズ・タイルは、2種類の菱形で平面を隙間なく埋めている図形で、イギ

リスの物理学者Roger Penroseが考案しました。短距離では規則性がありますが、
長距離に亘る規則性はありません。はじめは単に数学的な模様と考えられていま
したが、その後、実際にこのような不思議な規則性をもつ物質が発見されました。
これらは準結晶とよばれています。このように、ペンローズ・タイルは、物性物
理学とよばれる物理学の分野とも密接な関係があります。

菱形 30面体を構成する菱形では、対角線の長さの比が黄金比 (1 :
1 +

√
5

2
' 1 :

1.618)になっています。黄金比は人間が美しいと感じる比率の 1つであるらしく、
様々な美術作品の中に取り入れられているといわれていますが、真偽のほどはわ
かっていません。
では、編み込みによる菱形 30面体を作っていきましょう。完成形を示しておき

ます。

1詳細については理工学部のホームページを参照してください。
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ここでは 2通りの作り方を紹介します。とはいっても、はじめと終わりの部分
だけが違うだけで、途中は全く同じです。ただし、スタートのわずかな違いによ
り、難易度には結構差が出ます。

[作り方 1]

[1]この作り方では図のような台紙Aを使います。この台紙の特徴は2個空白
の部分を上にすると、下から数えて7番目の空白部分に○印があります。

台紙のファイルをダウンロードし、台紙を紙に印刷します。使う紙は厚
目のもののほうがいいです。厚いものほど出来上がった菱形30面体が丈
夫にできます。普通のコピー用紙では薄くて、作るのが難しいかもしれ
ません。

印刷ができたら、台紙を切ります。6枚をジグザグに切るのは結構大変
ですが、菱形 30面体作成の第一歩です。頑張ってください。きれいに切
ると仕上がりもきれいです。

皆さんが印刷に用いている用紙はおそらく単色で、ジグザグの 6枚も単
色だと思いますが、ここでは、編み込みの仕方が分かるように 6枚の色
を変えて行います。一応、ジグザグの中央にある色付きの線が色を変え
る替りのガイドになります。皆さんが色を変えたもので作りたい場合に
は、申し訳ありませんが、6枚違う色の紙を用意していただき、6回印刷
してください。

6回印刷しても無駄にはなりません。始めに選んだ5色をどの順番で使う
かにより様々なバリエーションが楽しめます。
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[2] 6枚切ったら、すべて山折りにします。山折りとは、ここでは絵柄が表に
出る折り方です。

[3] 丸まっているものをしっかり伸ばします。伸ばした方が編み込みしやす
くなります。2個空白が続いているものを上にして並べます。
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[4] まず、クリップを使わないで、5枚を以下の順番に重ねて、重ね方を確認
します。2個空白の部分が時計回りになるようにして、中央部分にある
〇印を重ねながら消していきます。この消し方では 5枚のジクザクの緑
丸の頂点部分が 1点に集まるようになっています。

[5] 5枚置くと、中心部分に、絵柄 5個で 5角形のような形ができているのが
分かります。また、中心から上下左右に飛び出している部分の長さが等
しくなっているのがわかります。ここも重要なポイントの 1つです。
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[6] では、実際にクリップを使って、編み込んでいきます。使うクリップの
数は少ないほど、途中の段階で紙を無理に引っ張ることがなく、融通性
を持たせることができます。6∼7個くらいが妥当です。また、留めると
きには、クリップは必ず最後まで押し込みます。しっかり留めると他の
作業中に外れたり、ずれたりする心配がありません。「どうせ、後から外
すから」と思い、中途半端な位置で留めない方がいいです。

ここでは、外側からクリップで2枚ずつ留めていきます。5枚まで行ない
ます。この方が次のステップでクリップを外す作業がいりません。

[7] 5枚目の〇印を 1枚目の絵柄の下に入れ、クリップでしっかり留めます。
始めの5面の完成です。ここで、始めて立体的になります。これから先は
自分がどの部分を編み込んでいるのかを意識しながら行うといいです。
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[8] 斜め横の 5枚のところで、空白と絵柄を入れ替えます。本格的な編み込
みの開始です。入れ替えたら、近くのクリップをはずし、そのクリップ
で入れ替えた 2枚をしっかり留めます。これで、10面の完成です。

[9] 次に側面の 10面を作ります。6枚目を、側面に当たる部分に置き、始め
の 5枚と交互になるようにしながら、絵柄を表に出していきます。この
ときも、適当にクリップの位置を入れ替えて行います。これは、端の部
分でなければどこから始めても構いません。最後に、両端の 2つの部分
が重なるようにします。2個空白の端の1つが中に入り込まないようにし
ます。これが強度を保つポイントです。これで、20面の完成です。
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[10] 次に、反対側の斜め横の部分を作ります。絵柄を出していきます。5面
を出すまでは、クリップで留めておきます。これで 25面の完成です。

[11] この時点で、すべてのクリップを外します。最後に、2個空白のものが
5個と 1個空白 1個絵柄のものが 5個残ります。最後の 5面になる絵柄が
表になるようにします。このようにすると、5つの2個空白の部分が内側
に入ってくるので、これらが互いに重なり合うようにします。2個空白の
部分が中に入り込まないようにします。互いに支えあいます。これも強
度を保つポイントです。

ジグザグの台紙の中央が 1点に集まるようにして始めているので、最後
には両端に菱形 2個ずつが残っています。
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[12]最後の5つの絵柄が出るように重ねていき、最後の1枚を差し込みます。
あとは、形を整えて完成です。お疲れ様でした。

[13] おまけですが、クリップなどでストラップに引っ掛かりをつけておい
て、最後の 2個空白の部分を重ねているときに、その引っ掛かりを中心
の穴に通しておくと、出来上がったときに吊り下げられるようになりま
す。部屋の飾りやマスコットになるでしょうか。

この編み込み方では、台紙にある合計72枚の菱形のうち、菱形が 4枚重なる
ものが5面、3枚重なるものが2面 (側面の端の部分)、2枚重なるものが23面
できます。その中で、菱形が 4枚重なる 5面が最後の 1点の周りに集中する
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ので、あまり厚い台紙で編むと、厚みによる菱形のエッジの部分が若干気に
なる人がいるかもしれませんが、編み込み方としてはやさしいと思います。

[作り方 2]

[1]この作り方では図のような台紙Bを使います。この台紙の特徴は2個空白
の部分を上にすると、下から数えて5番目の空白部分に○印があります。

台紙のファイルをダウンロードし、台紙を紙に印刷します。

[2]印刷ができたら、台紙を切ります。6枚切ったら、すべて山折りにします。

[3] 丸まっているものをしっかり伸ばします。伸ばした方が編み込みしやす
くなります。2個空白が続いているものを上にして並べます。
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[4] まず、クリップを使わないで、5枚を以下の順番に重ねて、重ね方を確認
します。2個空白の部分が時計回りになるようにして、中央部分にある
〇印を重ねながら消していきます。この消し方では 5枚のジクザクの青
丸の頂点部分が 1点に集まるようになっています。

[5] 重ね方に注意しましょう。5枚置くと、やはり中心部分に、絵柄 5個で 5

角形のような形ができているのが分かります。
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[6] では、実際にクリップを使って、編み込んでいきます。留めるときには、
クリップは必ず最後まで押し込みます。しっかり留めると他の作業中に
外れたり、ずれたりする心配がありません。

ここでは、外側からクリップで2枚ずつ留めていきます。5枚まで行ない
ます。この方が次のステップでクリップを外す作業がいりません。

[7] 5枚目の〇印を 1枚目の絵柄の下に入れ、クリップでしっかり留めます。
始めの5面の完成です。ここで、始めて立体的になります。これから先は
自分がどの部分を編み込んでいるのかを意識しながら行うといいです。
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[8] 斜め横の 5枚のところで、空白と絵柄を入れ替えます。本格的な編み込
みの開始です。入れ替えたら、近くのクリップをはずし、そのクリップ
で入れ替えた 2枚をしっかり留めます。これで、10面の完成です。

[9] 次に側面の 10面を作ります。6枚目を、側面に当たる部分に置き、始め
の 5枚と交互になるようにしながら、絵柄を表に出していきます。この
ときも、適当にクリップの位置を入れ替えて行います。これは、端の部
分でなければどこから始めても構いません。最後に、両端の 2つの部分
が重なるようにします。2個空白の端の1つが中に入り込まないようにし
ます。これが強度を保つポイントです。これで、20面の完成です。
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[10] 次に、反対側の斜め横の部分を作ります。絵柄を出していきます。5面
を出すまでは、クリップで留めておきます。これで 25面の完成です。

[11] この時点で、すべてのクリップを外します。残りの部分は、1個空白の
ものが 5個と、2個空白 1個絵柄のものが 5個になります。1個空白のも
のを外側に出し、2個空白 1個絵柄のものを内側に入れます。ここから、
2個空白の真ん中の空白を隣の絵柄の下に入れ、端の空白は同じ色の絵
柄の真下に入れます。端の空白が中に入り込まないようにします。これ
を続けて 4個行います。台紙Aと比べて菱形が 1個ずれたところが 1点
に集まるようにして始めているので、最後には 1つの端に菱形 1個とも
う 1つの端に菱形 3個が残っています。
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[12] 最後に 2個空白１個絵柄のものが 1個残ります。ここからが最大の難関
です。この 2個空白 1個絵柄のものの真ん中の空白を既にできている絵
柄の下に入れ、かつ、端の空白を同じ色の絵柄の真下に入れる必要があ
ります。このままでは入らないので、これまで作ってきたところを少し
緩めて、下から潜り込ませます。そのとき、緩めすぎると、既に絵柄の
真下に入っていたものがずれて、中に入り込んでしまいます。そうなら
ないように慎重に行います。このようにできると、互いに支えあうこと
ができるので、強度が出ます。

[13] あとは、1個空白のものを差し込んでいき、形を整えれば完成です。お
疲れ様でした。
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この編み込み方では、台紙にある合計72枚の菱形のうち、3枚重なるものが
12面、2枚重なるものが 18面になっています。その中で、3枚重なる 12面の
うち 10面が最後に作る部分になっています。4枚重なる面がないため、台紙
Aで作ったものよりはバランスがよくなっています。

絵柄などが一切入っていない無地のものも用意したので、チャレンジしてみて
ください。難度が急に上がると思います。〇印をつけたくなりますよね。これが
できれば、編み込み菱形 30面体マスターです。
無地の台紙を使い、絵柄の部分に自分で絵を描くと、オリジナルな作品を作る

こともできます。作り慣れてきて、最後のところで中にお菓子を入れれば、ギフ
トボックスにもなるでしょうか。

また、自分で絵を描くときに、描く菱形の位置を 1つずつずらしてしまっても
描き直す必要はありません。大丈夫です！！このときには、2個空白を上にすると、
ジグザグの向きが反対になってきます。
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○印を下から 7番目の菱形の位置に入れます。各台紙の○印のすぐ右上の頂点部
分 (紫丸で示してあります)が 1点に集中するように、○印を消しながら反時計回
りに 5枚重ねていきます。ここから 25面を作るまではこれまでと同じです。最後
に、1個空白と空白絵柄空白が 5個残ってきますので、一旦、1個空白を外側に出
し、空白絵柄空白を内側に入れます。ただし、空白絵柄空白が内部に入り込まな
いように、ある程度、上部に引き出しておく必要があります。次に、外に出した1

個空白を空白絵柄空白の 3番目の空白の上に重ねます。これをすべてについて行
います。この 2個重ねた部分に、隣の空白絵柄 (空白)の絵柄を重ね、端の空白を
さらに隣の絵柄の下に押し込みます。これを全部について行い、形を整えれば完
成です。このパターン用に台紙Cを用意しています。
編み込み方は他にもあると思いますので、いろいろやってみるといいと思いま

す [1, 2]。自分に合った方法を探しましょう。それがベストです。
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